
  

  

「
和
歌
山
フ
ル
ー
ツ
大
改
革
」 
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二
〇
四
〇
年
の
和
歌
山
。
二
〇
二
四
年
現
在
か
ら
十
六
年
後
で
あ
る
。
今
十

三
才
の
私
が
二
十
九
才
、
ア
ラ
サ
ー
の
時
に
見
る
和
歌
山
は
、
い
っ
た
い
ど
の

よ
う
な
姿
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

現
在
、
和
歌
山
は
こ
の
ま
ま
い
く
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
状
況
に

な
り
つ
つ
あ
る
と
思
う
。
ま
ず
、
仕
事
が
な
い
。
こ
れ
で
は
若
者
は
和
歌
山
を

出
て
い
く
し
か
な
い
。
そ
う
す
る
と
少
子
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
激
し
く
な
る
。

ど
れ
ほ
ど
良
い
未
来
の
可
能
性
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
作
る
若
者
が
い
な
い
の

で
は
話
に
な
ら
な
い
。 

 

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
。
そ
の
ヒ
ン
ト
を
私
は
見
つ
け
た
。
私
は
今

年
、
中
学
校
に
入
学
し
て
和
歌
山
市
外
の
友
達
が
多
く
で
き
た
。
そ
の
中
に
紀

の
川
市
の
友
達
が
２
人
い
た
。
私
は
そ
の
２
人
の
会
話
を
聞
い
て
、
未
来
で
も

残
れ
る
で
あ
ろ
う
和
歌
山
の
、
産
業
的
強
さ
を
兼
ね
備
え
た
魅
力
を
発
見
し
た
。

「
フ
ル
ー
ツ
」
で
あ
る
。 

 

和
歌
山
は
「
フ
ル
ー
ツ
王
国
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
フ
ル
ー
ツ
の
栽
培
が
盛

ん
で
あ
る
。
例
と
し
て
生
産
量
が
日
本
一
の
フ
ル
ー
ツ
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
と
、

み
か
ん
、
う
め
、
か
き
、
い
ち
じ
く
、
じ
ゃ
ば
ら
…
と
、
多
く
の
フ
ル
ー
ツ
が

出
て
く
る
。
こ
の
成
果
を
活
か
し
て
、
私
は
和
歌
山
を 

「
日
本
の
フ
ル
ー
ツ
の
要
、
和
歌
山
大
農
園
」 

に
し
た
い
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
フ
ル
ー
ツ
の
育
て
方
を
近
代
化
し
、
現
在
の

少
子
高
齢
化
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
形
に
し
よ
う
と
考
え
た
。
和
歌
山
大

農
園
計
画
は
こ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
使
わ
れ
て
い
な
い
土
地
や
あ
ま
り
機
能
し

て
い
な
い
建
物
、
人
の
住
む
一
部
の
住
居
や
必
要
の
な
い
山
々
を
全
て
破
壊
し

農
園
と
す
る
。（
住
民
の
思
い
や
森
林
破
壊
に
つ
い
て
の
こ
と
で
文
句
も
多
い
だ

ろ
う
が
、
多
少
の
被
害
も
な
く
大
き
な
変
化
を
遂
げ
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。
）
次
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に
、
農
園
を
機
械
や
Ａ
Ｉ
で
管
理
す
る
た
め
、
紀
北
に
１
つ
、
紀
中
に
２
つ
、

紀
南
に
１
つ
の
司
令
塔
を
作
る
。
そ
こ
で
二
十
四
時
間
体
制
で
監
視
を
す
る
。

万
が
一
、
Ａ
Ｉ
や
機
械
が
誤
作
動
を
起
こ
し
た
場
合
は
、
司
令
塔
で
監
視
を
す

る
人
間
が
直
接
操
作
す
れ
ば
良
い
。
こ
の
方
法
で
、
フ
ル
ー
ツ
を
育
て
る
。 

最
後
は
、
フ
ル
ー
ツ
の
出
荷
で
あ
る
。
フ
ル
ー
ツ
の
出
荷
は
主
に
、
大
阪
に
近

く
人
口
も
集
中
し
て
い
る
和
歌
山
市
を
中
心
に
し
よ
う
と
思
う
。
和
歌
山
市
は

和
歌
山
県
の
県
庁
所
在
地
で
あ
り
、
一
番
の
都
会
。
交
通
の
便
も
良
い
た
め
出

荷
の
作
業
に
は
最
適
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

こ
れ
ら
３
つ
の
工
程
を
踏
ん
で
、
私
は
和
歌
山
を
フ
ル
ー
ツ
の
大
農
園
に
し

た
い
と
思
う
。
少
し
無
理
な
計
画
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
の
計
画
な
ら
ば

少
子
高
齢
化
で
あ
っ
て
も
、
若
者
が
和
歌
山
か
ら
転
出
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
っ
て
も
、
和
歌
山
に
は
安
心
の
で
き
る
明
る
い
未
来
が
待
っ
て
い
る
と
思

う
。
私
が
ア
ラ
サ
ー
に
な
っ
た
時
に
、
和
歌
山
大
農
園
計
画
に
よ
っ
て
、
和
歌

山
が
輝
い
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
願
っ
て
い
る
。 

 
 


